The Daily Life Use of the Wild Plants by the Oirad-Mongolsin the Tekes district, Yili region, Xinjiang of China by バヤリタ & BAYIERTA
1オイラトモンゴル人における野生植物の日常生活用としての利用 
――中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を事例に
The Daily Life Use of the Wild Plants by the Oirad-Mongolsin 
the Tekes district, Yili region, Xinjiang of China
バヤリタ
BAYIERTA
要旨　本稿の目的は、オイラトモンゴル人は野生植物をどのように日常生活の中で利用し
ているのかを明らかにすることである。
　中国・新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県の事例を取り上げる。この広大
な地域には多数の野生植物が分布している。筆者はテケス県でオイラトモンゴル人が認識
している105種の野生植物の聞き取りを行った。本稿ではそのうちの生活資材用・宗教用・
遊戯用具用の19種を取り上げる。生活資材用植物の用途は染色、獣皮を燻す素材、紐、
タワシ、ほうき、つまようじ、畜舎、石鹸、枕、嗅ぎ煙草、トイレットペーパー、うがい、
鼠除け、馬の鞭である。宗教用植物は線香と仏灯の芯用として用いられる。遊戯（用具）
用植物の用途は吹き飛ばす遊び、ネックレス、探す遊びである。本稿ではこれらの利用方
法について詳細に報告する。
1 .　調査地域概要
1-1　テケス県の自然環境
　イリ・カザフ自治州は新疆ウイグル自治区の西北部にある（地図１）。テケス県はその
西南部に位置する（北緯 42° 22′30″～43° 25′30″、東径81° 19′00″～82° 37 30″）（特克斯
县地方志编纂委员会編2004： 2 ）（地図 2 ）。その面積は 8,352km2で、東京都の約４倍で
ある。全面積の90％以上は山地である。
　テケス県は天山山脈のウソン山とテレスカイタブ山の間に位置し、全体が山に囲まれた
地形である。北部と南部は山岳地帯で、北部のウソン山の標高は約 3,000m、南部のテレ
スカイタブ山の最高標高は 4,902mである。中央部は南北を山脈に挟まれた盆地で平野が
広がる。中央部の標高は約900mで、平野をテケス河が西から東に流れている。
　年平均降水量は平野で約382.8 mm、山岳地帯では600mm以上となる。夏雨型で、４月
から 9 月の降水量は合計約333mmであり、年平均降水量の87%を占める。気温は季節と地
形によって異なり、平野の平均気温は 9 ℃である。標高差が 4,000mもあるため、標高に
応じて 7 月の平均気温は14℃から23℃、 1 月ではマイナス12℃からマイナス 7.6 ℃と気温
の差が激しい。
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1-2　テケス県のオイラトモンゴル人
　本稿で取り上げるオイラトモンゴル人はテケス県の全人口の 4 %、約 5,000人に過ぎな
い。テケス県の総人口は1990年現在16万人で、23の民族が居住している。カザフ族が
40%、漢族は24%、回族は13%、ウイグル族は12%で、これら 4 民族で全体の89%を占める。
　オイラトモンゴル人の「オイラト」という名称は「森の人々」を意味する「オイイン・
イルゲン1）（öi -in irɡen2））」に由来する。彼らは、モンゴル帝国以前、バイカル湖西部のア
地図 1 　 中国新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州
（出典：渡邊三津子先生とバヤリタ作成）
地図 2 　テケス県地図（出典：渡邊三津子先生とバヤリタ作成）
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ンガラ川からエニセイ川にかけての流域、現在のモンゴル国西部のフブスグルからトゥ
ヴァ共和国の地域に居住していた。森の中で狩猟を営む集団であったため「森の人々」と
呼ばれるようになったという。
　オイラトモンゴル人は「西部のモンゴル人」とも呼ばれる。現在、オイラトモンゴル人
は「中国新疆ウイグル自治区をはじめ、内モンゴル西部、青海省、甘粛省、ロシア連邦カ
ルムイク共和国、モンゴル国西部」に居住しているからだ。
　新疆のオイラトモンゴル集団は大きく四つに分けられる。オイラト（öild）、トルグー
ト（tᴐrɡʊʊd）、ホシュート（hᴐšʊʊd）、ドルベト（dörbyt）である。使用する言語はモンゴ
ル語のオイラト方言である。宗教は仏教である。
　テケス県のオイラトモンゴル人の現在の主な生業は牧畜と農業である。山岳地帯では移
牧（transhumance）が行われ、ヒツジ、ウシ、ウマ、ラクダ、ヤギが飼育されている。
降水量が比較的多いため、標高の低い平野部では、小麦、ヒマワリ、トウモロコシ、カラ
シナ、煙草などの農作物や、リンゴ、スイカ、アンズなどの果物の生産も盛んである。
　ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギ、ブタ、鶏、驢馬も飼育されている。
1-3　調査対象
　筆者はテケス県のオイラトモンゴル人を対象に実地調査3）を行なった。調査対象は医師
2 名、農耕民 4 名、牧畜民 2 名の計 8 名である（表 1 ）。
表 1 　調査対象一覧
生業 名前 性別 年齢（2011年現在） 居住地
医師 A 男性 59歳（1952年生） 平野
B 男性 71歳（1941年生） 平野
農耕民 A 女性 92歳（1919年生） 平野
B 女性 86歳（1925年生） 平野
C 女性 62歳（1949年生） 平野
D 女性 59歳（1952年生） 平野
牧畜民 A 男性 58歳（1953年生） 山の南麓
B 女性 58歳（1953年生） 山の南麓
　医師は、モンゴル語のオイラトモンゴル方言でエムチ（emʧ）といい、チベット仏教僧
から医学上の知識を学んだ人を指す。医師は野生植物を頻繁に利用し、薬として利用する
植物の採集を常に行うため、植物を熟知している。医師A氏は平野にある村、B氏は平野
に形成された人民政府行政鎮にあるバザル区に居住している。
　農耕民とはタラーチン（taraaʧin）といい、農耕に従事している人々を指す。栽培作物
は主に小麦、ヒマワリ、トウモロコシである。農耕の傍ら、ヒツジとウマとウシを飼養し
ている。移動をせず、定住放牧をし、平野部に居住する。彼らは現在自称他称共に農耕民
である。
　牧畜民とはマルチン（malʧin）といい、ウシ、ウマ、ラクダ、ヒツジ、ヤギの五畜を飼
育する人々を言う。牧畜民A氏と牧畜民B氏は山の南麓に居住している。
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　彼らの調査対象の年齢は58歳以上である。現在では50歳以下の人たちで植物の名称とそ
の利用について知る人が少なくなっている。実物を見ても植物の名前を知る人も少ない。
1-4　調査方法
（1）調査方法
　筆者は医師B氏と共に植物の薬草採集に同行、薬草を採集し、写真を撮影した。さらに、
その他の野生植物について名前と利用方法の聞き取りを行った。
　また、新疆の植物に関する植物図鑑の『新疆モンゴル族における薬物図鑑』（バトモン
ク 2011）、『新疆北方地域野生資源植物』（王主編 2006）を医師 A 氏と B 氏に見せ、植物
の有無と利用について聞き取りした。電話を通じて聞き取り調査も行っている。
　農耕民と牧畜民には医師に同行して採集した植物、撮影写真と上記の図鑑を見せながら
聞き取りした。また電話でも聞き取り調査をしている。
（2）同定
　この 8 名のインフォーマントが日常生活用として利用する野生植物は全部で19種であっ
た（巻末の植物一覧）。見出しとして現地名を記した後、学名、科名、和名、中国語名、
用途、利用部位、採集場所、採集時期、採集方法、利用方法、利用状況、写真を記述、掲
示している。
　現地名はモンゴル語のオイラト方言の発音記号を付記している。項目の現地名、利用部
位、採集場所、採集時期、採集方法、利用方法、利用状況はインフォーマントによるもの
である。
　学名、科名、和名、中国語名は植物図鑑の『新疆モンゴル族における薬物図鑑』（バト
モンク 2011）、『新疆北方地域野生資源植物』（王主編 2006）、『種子植物図鑑』（内モンゴ
ル師範大学生物系・内モンゴル教育出版社理学科学編集室 1976）、『植物レファレンス事典』
（日外アソシエーツ編集部編 2004）、『カラー植物百科』（カラー植物百科編集部 1974）、
『アブグ旗の牧草』（オトホン、トムルボフ主編 2008）、『天山山脈薬草紀行』（難波恒雄・
池上正冶 2001）、『モンゴル国有用植物図鑑』（Ч.Санчир, ほか主編 2003）、『植物和名学
名対照辞典』［1992年版］（加藤敏雄 1992）によって筆者が同定したものである。出典は
それぞれ本稿の最後に示している。
　同定する際、まず、現地名から中国語名、学名を調べ、学名から和名を調べた。植物の
写真は特に明記しない限り筆者が撮影したものである。
2 ．分類
　本稿では日常生活の中で利用されている19種の野生植物を取り上げる。これらの野生植
物は生活資材用、宗教用、遊戯（用具）用に分類される。
（1）生活資材用植物とその利用方法
　生活資材に利用する植物は15種である（表 2 ）。利用の内訳は染色、獣皮を燻す素材、紐、
タワシ、ほうき、つまようじ、畜舎、石鹸、枕、嗅ぎ煙草、トイレットペーパー、うがい、
鼠除け、馬の鞭である。
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表 2 　生活資材用植物一覧
用途 現地名 学名 科名 和名
染色
（口紅、フェルト地）
エンギセグ
（一覧番号 1 ）
Lithospermun offici-
nale subsp4）
ムラサキ科5） ムラ
サキ6）
染色
（羊の踝の骨を染める）
ハダン・ハグ
（一覧番号 2 ）
Parmelia saxatilis 
Ach7）
バイカモ科8） 不明
染色
（マニキュア）
ホムスン・ブドグ・
オブスン
（一覧番号 3 ）
Impatiens balsamina 
L .9）
ツリフネソウ
科10）
ホウセンカ11）
獣皮を燻す材料 ゲシン
（一覧番号 4 ）
Rheum wittrockii
 Lundstr.12）
タデ科13） 大黄14）
紐（家畜用） オルスン
（一覧番号 5 ）
Cannabis sativa L.15） クワ科16） アサ17）
紐（草）、 タ ワ シ、
ほうき、つまようじ
トゥングン
（一覧番号 6 ）
Achnatherum splen-
dens
（trin.）Nevski18）
イネ科19） ハネガヤ20）
畜舎（塀） チチラガン
（一覧番号 7 ）
Hippophae rhamnoi-
des L.21）
グミ科22） 不明
畜舎（屋根） ハル・モドン
（一覧番号 8 ）
Ulmus pumila L.23） マツ科24） コブニレ25）
石鹸 ケレスン
（一覧番号 9 ）
Chenopodium acu-
minatum Willd.26）
アカザ科 カワラアカザ27）
枕 ゼゲスン
（一覧番号10）
typha angustifolia 
L.28）
ガマ科29） ヒメガマ30）
嗅ぎ煙草 ヤマン・ゼレゲン
（一覧番号11）
Ephedr aceae 31） マオウ科32） まおう33）
トイレットペーパー ザムバ・セセゲ
（一覧番号12）
Malva sylvestris L.34） アオイ科35） ウスベニアオイ36）
うがい アルツン
（一覧番号13）
Platycladus orienta-
lis （L.）Endl.37）
ヒノキ科38） 不明
鼠除け ソンズ
（一覧番号14）
Arctium lappa L39） キク科40） ゴボウ41）
馬の鞭 タビリハー
（一覧番号15）
不明 不明 不明
3 ．生活資材
（1）染色
　染色用植物は 3 種ある（表 3 ）。これらの植物はエンギセグ（一覧番号 1 ）、ハダン・ハ
グ（一覧番号 2 ）、ホムスン・ブドグ・オブスン（一覧番号 3 ）である。これらの用途は
口紅、フェルト地の染色、羊の踝の骨を染める、マニキュアである。
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表 3 　染色用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 採集時期
口紅、フェルト
地の染色
エンギセグ（一覧番号 1 ） ムラサキ 根 山谷 7 ～ 9 月
羊の踝の骨を染
める
ハダン・ハグ（一覧番号 2 ）不明 全体 山の南麓と
北麓
6 ～10月
マニキュア ホムスン・ブドグ・オブ
スン（一覧番号 3 ）
ホウセンカ 全体 平野 7 月
a　口紅とフェルト地の染色
　エンギセグ（一覧番号 1 ）を口紅とフェルト地の染色に利用する。利用する部位は根で
ある。採集場所は山谷で、採集時期は 7 月～ 9 月である。
　口紅の場合は、まず、根を取る。取ってきた根をよく洗う。次にみじん切りにしてから
水に入れて煮つめる。約200gの場合、約30gの水を利用する。煮汁を口に塗と、それによっ
て唇が赤色になり、綺麗に見える。色が長持ちするため、結婚式の際、花嫁が利用したり
する。保存できないため、夏場しか利用できない。現在は利用していない。その理由は町
の商店で口紅を買うことができるためである。
　フェルト地の染色の場合は、まず、取ってきた根を洗う。次にその根を細かく切る。約
2 kgの根の場合、約600gの水を鍋に入れて煮たてる。煮汁の中に羊毛を浸して約 4 時間以
上浸けておくと、羊毛が赤色になる。それを鍋から出して軽く絞って天日で乾燥させる。
フェルト地を作る際、材料として利用する。
　フェルト地は、主として白色と黒色の羊毛を混ぜて織る。染めた赤色の羊毛はフェルト
地を作る際、その縁の部分に付けられる。それによって綺麗に見えるのである。日常生活
の中で利用する以外に、結婚式の際、親戚と知り合いの人にお土産としてあげる場合もあ
る。現在は利用していない。
b　羊の踝の骨を染める
　羊の踝の骨を染める際に利用するのはハダン・ハグ（一覧番号 2 ）である。利用部位は
全体である。採集場所は山の南麓と北麓である。採集時期は 6 月～10月である。
　利用方法はまず、全体を取る。取って来たものを水に入れ、羊の踝の骨を漬けて一日置
く。そのようにすると、骨が黄赤色に染まる。現在は利用していない。
c　マニキュア
　ホムスン・ブドグ・オブスン（一覧番号 3 ）はマニキュアに利用される。利用部位は全
体である。採集場所は平野である。採集時期は 7 月である。
　利用方法は、まず、全体を引っ張って取って来て洗う。次になたで細かく砕く。上に塩
を散らし、よく混ぜ合わせる。それを約 1 時間置いた後、手の平と指、爪に付けてビニー
ル袋で包んで夜寝る前から朝まで一晩そのままの状態にする。翌朝、手を洗うと爪が黄赤
色になる。色は約 1 カ月間保たれる。夏、10歳～30歳の女性にマニキュアとして楽しまれ、
現在も利用されている。
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（2）獣皮を燻す材料
　獣皮を燻すのに利用する植物は 1 種である。それはゲシン（一覧番号 4 ）である。
表 4 　獣皮を燻す材料用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 採集時期
獣皮を燻す材料 ゲシン（一覧番号 4 ） 大黄 根 山谷 7 ～ 9 月
　利用部位は根である。採集場所は山谷で、採集時期は 7 月～ 9 月である。
　利用方法は、まず、根を集める。採集した根を一日間乾かす。次にテントを作る。テン
トの内側に竈を設ける。その中に乾燥させたゲシンの根を並べて火をつけて煙を出す。テ
ントの内側の上部に、羊皮や牛皮を広げて掛ける。外側に煙が外に出ないように、テント
の上に布を掛ける。ゲシンの根の煙で皮を燻す。燻した後、皮が黄赤色になり、柔らかく
なる。
　燻した皮を使ってウチ（yʧ ）と呼ばれる上着、カンジャル（kanǰar）と呼ばれる袖なし
上着、アルスン・シャラブル（arsen šalbur）と呼ばれる皮製のズボン、ツアルグ（čarug）
と呼ばれる皮製の靴を作る。冬の寒い時期、皮で作った服は保温性が高い。しかしながら、
現在は皮を燻して加工することはあまり見られない。なぜなら、家畜の皮を加工せず、売
却して現金を得るようになったからである。
（3）紐
　紐に利用する植物は 2 種ある。それはオルスン（一覧番号 5 ）とトゥングン（一覧番号
6 ）である（表 5 ）。オルスンで作った紐を家畜を縛る際に利用する（写真 1 ）。トゥング
ンで作った紐を草を縛る際に利用する。
表 5 　紐用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 採集時期
紐（家畜） オルスン（一覧番号 5 ） 大麻 茎の皮 平野 7 月
紐（草） トゥングン（一覧番号 6 ） ハネガヤ 地上部位 全域 7 月
　オルスンの紐としての利用部位は茎の皮である。 採集場所は平野で、採集時期は 7 月
である。
　利用方法は、まず、オルスンの根以外の部位を鎌で刈る。それを水の中に入れて重い石
で押さえて約 2 日置く。水の中に置くことによって紐の材料になる茎の皮を取り易くなる。
その後、水から取り出して、棒で叩き、茎の皮を分別する。分別された茎の皮で縒って紐
を作る。牛から搾乳する際に子牛を母牛から離して縛る紐に用いる。現在では利用してい
ない。その理由は町で紐を買えるためである。
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　トゥングンの紐として利用部位は地上部位、採集場所は全域で、採集時期は 7 月である。
　利用方法はまず、地上部位を刈り取って集める。次いで、水に一日間浸けてから、縒っ
て紐を作る。トゥングンで作った紐をブウジ（bʊʊʤ）という（写真 2 ）。
　夏、草刈りの際、干した草を縛って運ぶ。干した草はそのまま畜舎の屋根の上に重ねら
れ、冬に家畜に餌として与えられる。トゥングンの紐で縛った草は畜舎の屋根から取りや
すいと考えられている。現在でも利用する人がいる。
（4）タワシ
　タワシに利用する植物はトゥングン（一覧番号 6 ）である。利用部位は茎、採集場所は
全域、採集時期は 7 月である。
　利用方法は、トゥングンの茎を切り取り、長さを揃え、約20cmにする。揃えた茎の太
い部位を紐で巻き付け、留める。鍋に付いている汚れを取るのに優れている。現在は利用
していない。
写真 1 　オルスンの紐
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
写真 2 　トゥングンの紐
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
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（5）ほうき
　利用部位は茎である。採集場所は平野で、採集時期は 7 月である。
　利用方法は、トゥングンの茎を鎌で刈り、紐で束ねてほうきを作る（写真 3 ）。屋内用
ほうきの場合、長さ約40cm、太さは直径約10cm、屋外用ほうきの場合は長さ約70cm、太
さは約20cmに切り揃えて束ねる。現在も利用している。
（6）畜舎
　畜舎に利用する植物は 2 種ある。それはチチラガン（一覧番号 7 ）とハル・モドン（一
覧番号 8 ）である（表 6 ）。チチラガンを畜舎の塀として利用する。ハル・モドンを畜舎
の屋根に利用する。
表 6 　畜舎用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 時期
畜舎（塀） チチラガン（一覧番号 7 ） シーバック
ソーン　　
地上部位 森林、山の
南麓、山の
北麓
7 ～10月
畜舎（屋根） ハル・モドン（一覧番号 8 ）グイマツ 枝、葉 全域 5 ～10月
　チチラガンの利用部位は地上部位で、採集場所は森林、山の南麓、山の北麓で、採集時
期は 7 ～10月である。利用方法はまず、チチラガンの地上部位を刈る。それを畜舎の庭の
土を掘って並べる。棘が付いているため、他人の家畜や人が入るのを防ぐことができる。
　ハル・モドンは畜舎の屋根に利用する。利用部位は枝、葉で、採集場所は全域、採集時
写真 3 　ほうき
撮影年月：2017年 8 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
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期は 5 ～10月である。利用方法はまず、枝と葉を集めて、畜舎の屋根となるように置く。
その上に刈って来て干した草を重ねる。人間の部屋には利用しない。その理由はハル・モ
ドンが硬いから縁起が悪い植物と考えられているためである。
（7）石鹸
　石鹸に利用する植物は 1 種のケレスン（一覧番号 9 ）である（表 7 ）。
表 7 　石鹸用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 時期
石鹸 ケレスン（一覧番号 9 ） カワラアカザ 地上部位 平野 7 ～ 9 月
　利用部位は地上部位で、採集場所は平野、採集時期は 7 月～ 9 月である。
　利用方法はまず、地上部位の部分を刈って、乾燥させる。次に、火を付けて燃やす。燃
やしてできた灰が冷めた後、それを集める。集めた灰をバケツに入れ、その上に水を加え
て満たし、一日置く。それによってバケツの中の灰のゴミのようなものがバケツの底下部
に沈殿する。それを除いた灰の水を鍋に入れ、長時間煮る。最後に鍋に白いエキスが残る。
そのエキスをツァハル（čɑχɑr）という（写真 4 ）。これがを石鹸の材料になるのである。
　石鹸を作る方法は、まず鍋に羊の脂肪を入れて、溶かす（写真 5 ）。羊の脂肪が溶けて
柔らかくなったらツァハルを加えて、約 7 分炒め、さらにヤギの毛を加えて炒める。最後
に、布に入れて包み、手で塊にする。それを約 7 日天日で乾燥させると石鹸になる（写真
6 ）。衣服と頭髪を洗う際、用いる。フケを防ぐ治療効果があるともいわれている。現在
はあまり利用されていない。利用しているのは町で買った化学性のシャンプーは髪によく
ないと考えている人のみである。
写真 4 　ツァハル（石鹸材料）
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
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（8）枕
　枕に利用する植物は 1 種で、ゼゲスン（一覧番号10）である（表 8 ）。
表 8 　枕用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 時期
枕用 ゼゲスン（一覧番号10） ヒメガマ 花穂 湿地、森林 8 月～10月
　利用部位は花穂で、採集場所は湿地と森林である。採集時期は 8 月～10月である。
　利用方法は、まず、花穂を取り集める。取ってきたものを約 1 週間天日で乾燥させる。
これを枕に入れると頭がひんやりとし、熱冷ましになる。また、頭痛にも効くと考えられ
ている。
写真 7 　枕の材料
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
写真 5 　石鹸作り
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
写真 6 　石鹸
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
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（9）嗅ぎ煙草
　嗅ぎ煙草に利用する野生植物は 1 種で、ヤマン・ゼレゲン（一覧番号11）である（表 9 ）。
表 9 　嗅ぎ煙草用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集時期 時期
嗅ぎ煙草 ヤマン・ゼレゲン
（一覧番号11）
まおう 葉、枝 山の南麓 6 ～11月
　ヤマン・ゼレゲン（一覧番号11）の利用部位は葉と枝で、採集場所は山の南麓で、採集
時期 6 月～11月である。
　利用方法はまず、ヤマン・ゼレゲンの葉と枝をナイフで刈り取り、約 3 日～ 7 日間乾燥
させて燃やしてできた灰を取る。灰は嗅ぎ煙草の材料となる。嗅ぎ煙草をナスマ（nasma）
という。嗅ぎ煙草はヤマン・ゼレゲンの灰、白酒、コクタムクからなる。コクタムクは煙
草の一種の栽培植物（NrusticaL、ナス科、黄花烟草）である。商店で買うことができる。
　嗅ぎ煙草の作り方は、まず乾燥させたクタムクを砕いて粉末にした上で、ヤマン・ゼレ
ゲンの灰を入れて混ぜる。最後に白酒を加え、混ぜ合わせる。こうしてできたものをクク
ル（kukur）と呼ばれる嗅ぎ煙草用の道具に入れて用いる。鼻に近づけて吸い込む。60歳
以上の年寄りの人たちが使う日常生活用品である。挨拶の際、ポケットから出して、交換
しながら互いに自分の鼻に近づけて吸い込むという仕方で利用する。また、眠気覚ましに
利用することもある。
（10）トイレットペーパー
　トイレットベーパーに利用する植物は 1 種である。それはザムバ・セセゲ （一覧番号
12）である（表10）。
写真 8 　嗅ぎ煙草と道具
撮影年月：2014年 2 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
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表10　トイレットペーパー用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 時期
トイレットペー
パー
ザムバ・セセゲ
（一覧番号12）
ウスベニア
オイ　　　
葉 全域 6 - 9 月
　利用部位は葉、採集場所は全域、採集時期は 6 月～ 9 月である。
　利用方法はザムバ・セセゲの葉を折って取り、そのままトイレットぺーパーとして利用
する。葉は柔らかく、水分を取る特徴があるからである。牧畜民が利用することが多い。
一方で、平野に住む農耕民と医師は利用しない。後者は町の商店でトイレットペーパーを
買うことができるためである。
（11）うがい
　うがいに利用する野生植物は 1 種で、アルツン（一覧番号13）である（表11）。
表11　うがい用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 採集時期
うがい アルツン（一覧番号13） 不明 葉、小枝 山の南麓 6 月～10月
　利用部位は葉と枝である。採集場所は山の南麓で、採集時期は 6 月～10月である。利用
方法はまず、取って来た葉と枝を水で約15間分煮る。そうしてできた煮汁でうがいするこ
とによって歯が清潔になる。毎日ではなく、歯の痛み、虫歯の予防、口臭の時だけ利用す
る。現在は利用していない。その理由は商店から歯磨き粉を買って使っているためである。
（12）鼠除け
　鼠除けに利用する植物は 1 種で、ソンズ（一覧番号14）である（表12）。
表12　鼠除け用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 時期
鼠除け ソンズ（一覧番号14） ゴボウ 花 森林、平野 8 月
　ソンズ（一覧番号14）の利用部位は花である。採集場所は森林と平野、採集時期は 8 月
である。鼠除けに利用する。利用方法はまず、棘が付いている花を集める。それを丸形に
し、鼠の穴に置く。それによって鼠が近づくことを防ぐことができる。現在は利用してい
ない。化学物質を鼠除けとして使っているためである。
（13）馬の鞭
　馬の鞭に利用される植物はタビリハー（一覧番号15）である（表13）。
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表13　馬の鞭用植物
用途 植物名 和名 利用部位 採集場所 採集時期
馬の鞭 タビリハー（一覧番号15） 不明 茎 平野、山の
南麓、北麓
7 ～10月
　利用部位は茎で、採集場所は平野、山の南麓、北麓、採集時期は 7 ～10月である。
　馬の鞭は二つの部分から成る。それはタビリハーで作られたハンドル（メリヤン・イシ
melen iši）の部分と、牛の皮で作られたトング（メリヤン・スルmelen sur）の部分である。
　利用方法は、まず茎を約25cm程度に切る。次に茎の皮を剥いて綺麗にする。それを棒
のようにして鞭のハンドル部分にし、そこに約長さ 4 mの編んだ牛の皮を結びつける。こ
うしてできた馬の鞭を使って馬の尻を叩き、馬に速さの指示を出すのである。
4 ．宗教用
　宗教用に利用する植物は 2 種である（表14）。それはアルツン（一覧番号13）とトゥン
グン（一覧番号 6 ）である。
表14　宗教用植物
用途 現地名 和名 部位 採集場所 採集時期
線香 アルツン（一覧番号13） サビナビャ
クシン
葉、枝 山の南麓 6 ～ 9 月
仏灯の芯 トゥングン（一覧番号 6 ） ハネガヤ 葉、枝 平野 10月
（1）線香
　アルツンの利用部位は葉、小枝である。採集場所は山の南麓で、採集時期は 6 ～ 9月である。
　利用方法は、まず、葉、枝を取る。それを火の上に置いて燻して芳香のある煙を出す。
その煙は身を清め、厄を払う効果があると信じられている。
写真 9 　線香 
撮影年月：2014年 2 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
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　このようにアルツンを燻すことをサン・テェビホ（san tebihu ）という。サン・テェビ
ホは普段仏像が置いてある部屋で行われる。室内の空気を綺麗にするために燻すこともあ
る。毎日朝晩の 2 回行う。
（2）仏灯の芯
　トゥングンの利用部位は枝で、採集場所は平野、採集時期は10月である。
　仏灯は容器、バター、仏灯の芯の三つから成る。容器には金、銀、銅、小麦粉などが用
いられる。
　利用方法はまず、枝の先の細い部分を取り、それを 6 ～ 7 cmに折る。次に綿を薄く伸
ばして中にトゥングンを包む。これが仏灯の芯となる。利用する場面は仏壇のお供え、浄
め、誕生日である。オイラトモンゴル人は誕生日のお祝いを生まれたその日にしない。旧
暦の10月25日を全員の誕生日と考え、その日に小麦粉で作った容器から成る約100個の仏
灯を作って、全員で誕生日を祝う。
5 ．遊戯（用具）
　遊戯（用具）に利用する植物は 4 種である（表15）。それはカオカボンバ（一覧番号
16）、チンデン・モドン（一覧番号17）、トショル（一覧番号18）、ツガン・ウラスン（一
覧番号19）である。これらの植物は吹き飛ばす、ネックレスにする、探すといった仕方で
遊びに用いる。
写真10 　仏灯の芯
撮影年月：2014年 3 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
写真11 仏灯
仏灯撮影年月：2014年 3 月
撮影場所：テケス県クレ（平野）
16
人文公共学研究論集　第 36号
表15　遊戯用具植物
遊び方 現地名 和名 利用部位 採集場所 採集時期
吹き飛ばす、
ネックレス　
カオカボンバ
（一覧番号16） 
タンポポ 綿毛、茎 全域 6 月～ 9 月
ネックレス チンデン・モドン
（一覧番号17）
マルスグリ 果実 山谷 7 月
ネックレス トショル （一覧番号18） 不明 果実 山谷 6 月
探す ツガン・ウラスン
（一覧番号19） 
不明 枝 平野 8 月
（1）吹き飛ばす
　吹き飛ばす遊び方に用いる植物は 1 種ある。それはカオカボンバ（一覧番号16番）である。
　利用部位は綿毛の部分で、採集場所は全域、採集時期は 6 月～ 9 月である。地上部分を
取り、綿毛を吹き飛ばして子供が遊ぶというのが、遊び方である。
（2）ネックレス
　ネックレスにして遊ぶ植物は 3 種ある。それはチンデン・モドン（一覧番号17）とトショ
ル（一覧番号18）と、カオカボンバ（一覧番号16）である。
　チンデン・モドンの利用部位は果実で、採集場所は山谷、採集時期は 7 月である。
　遊び方は、まず、果実を採集する。果実の中心に糸を通して、珠子のようにつなぎ、ネッ
クレスにして、首にかけて遊ぶ。
　トショルの利用部位は果実で、採集場所は山谷、採集時期は 6 月である。まず、果実を
集める。果実の中心に糸を通して、珠子のようにつなげ、ネックレスにする。
　カオカボンバの利用部位は茎、採集場所は全域で、 7 月に採集する。まず、茎を取る。
茎の細い下部を太い方の部位にさし入れるようにして幾つか結んでネックレスの形にし、
首にかけて飾りものとして子供たちが遊ぶ。
（3）探す
　探す遊びに使う植物は、ツァガン・ウラスン（一覧番号19）である。
　利用部位は枝で、採集場所は平野で、採集時期は 8 月である。まず、枝を取る。次いで、
長さ20cmに整え、皮を剥ぐ。ツァガン・モド（čɑɣɑɑn mᴐd）という遊びに使う。
　ツァガン・モドとは、ツァガン・ウラスンの棒を投げ、それを探す遊びである。
　遊び方は、まず、枝を長さ20cm、直径 4 cm棒を作る。皮を剥ぎ白い綺麗な棒にする。
この棒を使って遊ぶことを「ツァガン・モドで遊ぶ」という。この遊びにツァガン・ウラ
スンの棒を使うのは縁起が良いと考えられている。
　ツァガン・モドの遊びは、主に夕方や月がある夜に行われる。雨が降った日の夜、曇り
の日、月が出ない日は遊ばない。家畜が肥太り、比較的仕事が暇になった季節に行われる。
近隣の家族で10～40歳までの年齢層の人々が参加する。遊ぶ際、一人がリーダーとなり、
残りは 2 グループに分ける。次に、ゲルの前に丸形の線を描く。この線は最初の出発点と
最後の終点になる。始めにリーダーは線の中からゲルの上を越えて、遠くの草原や森林の
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中に棒を投げる。参加した二つのグループは後ろ向きに並びリーダーの方を見ない。棒を
投げた後、参加者にゲームの開始を宣言する。この合図で参加者は一斉にツァガン・モド
探しに行く。見つけた人は素早くゲルの前の丸線の中に戻る。見つけた人から途中で奪っ
てもよい。力と走るスピードの勝負である。棒を持って早く線の中に戻った人が勝者とな
る。棒の発見者は自分の脚力や腕力に自信がない場合は、自分のグループの人にバトンタッ
チしてもよい。負けたグループに罰が課される。罰は歌や叙事詩を歌う、あるいは物語を
語ることなどである。
6 ．終わりに
　どこの土地に暮らす人も、それぞれに身近な自然環境の中で自生する野生の植物につい
て多くの様々な知識を蓄積してきている。また、それらの植物知識を通じて地域固有の生
活文化を生み出してきた。本研究ではそのような植物に関する知識と伝統の残る事例とし
て新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を取り上げた。この地域では多種多様
な特色のある野生植物が繁荿している。居住する人々は一般的な日常生活に植物を利用し、
それらに基づいた地域の文化形成を確認することができる。
　本稿では日常生活用として利用されている野生植物19種を取り上げた。これらの野生植
物は生活資材、宗教、遊戯用具に様々な方法で利用されている。元来オイラトモンゴル人
は、日常生活のあらゆる側面で、野生植物を活かす知恵を蓄えてきた。しかし現在では経
済発展に伴い、利用が減少していることを確認することになった。
7 ．植物一覧
1 ．エンギセグ【eŋɡsiɡ】
【学名】：Lithospermun officinale subsp42）
【科名】：ムラサキ科43）
【和名】：ムラサキ44）
【中国語名】：新疆紫草45）
【用途】：染色（口紅、フェルト地）
【利用部位】：根
【採集場所】：山谷
【採集時期】： 7 月～ 9 月
【採集方法】：棒で掘って取る。
引用46）
【利用方法】 口紅：根を煮ると、煮汁が赤色になるので、それを口に塗る。結婚式に利用する。
　　　　　　フェルト地の染色： 根を煮て、その中に羊毛を浸けて置くと、赤色になる。
　　　　　　　　 それをフェルト地の染色材料として利用する。
【利用状況】無
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2 ．ハダン・ハグ【χɑdɑn χɑɡ】
【学名】：Parmelia saxatilis Ach47）
【科名】：バイカモ科48）
【和名】：不明
【中国語名】石花49）
【用途】：染色（羊の踝の骨を染める。）
【利用部位】：全体
【採集場所】：山の南麓と北麓
【採集時期】： 6 月～10月
【採集方法】：摘み取る。
引用50） 
【利用方法】：全体を水に入れ、羊の踝の骨を漬ける。色は黄赤色になる。
【利用状況】：無
3 . ホムスン・ブドグ・オブスン【χʊmsʊn bʊdʊg øβsyn】　
【学名】：Impatiens balsamina L .51）
【科名】：ツリフネソウ科52）
【和名】：ホウセンカ53）
【中国語名】：急性子54）
【用途】染色（マニキュア） 
【利用部位】：全体　
【採集場所】：平野
【採集時期】： 7 月
【採集方法】：引き抜いて取る。
引用55）
【利用方法】： まず、全体を取り、それを洗って細かく砕いてから、塩を散らし、全部を混ぜ
合わせる。それを約１時間置いた後、手の平と指、爪に付けてビニール袋で包
んで一晩そのままの状態にする。翌朝、付けたビニール袋を取って洗うと、爪
が黄赤色になる。色は約 1 カ月間保たれる。夏場に利用する。
【利用状況】：有
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4 ．ゲシン【ɡeʃin】
【学名】：Rheum wittrockii Lundstr.56）
【科名】：タデ科57）
【和名】：大黄58）
【中国語名】：天山大黄59）
【用途】：染色 
【利用部位】：根
【採集場所】：山谷
【採集時期】： 7 月～ 9 月
【採集方法】：根を掘り出して取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：テケス県の山谷
【利用方法】： まず、テントを作り、その中に竈を設ける。次に羊皮や牛皮をテントの内側に
かけて、根を燃やしその煙で羊や牛皮を燻す。燻した後、皮は黄赤色になる。
【利用状況】：無
5 . オルスン【ᴐlsᴐn】
【学名】：Cannabis sativa L.60）
【科名】：クワ科61）
【和名】：アサ62）
【中国語名】：火麻仁63）
【用途】：紐 
【利用部位】：茎の皮　
【採集場所】：平野
【採集時期】： 7 月
【採集方法】： 地上部位を刈り、それ
を水に入れて、一日浸
す。次に、水からあげ
て敷物の上に積み置く。
それを棒で叩いて皮を
取る。
撮影年月：2011年 9 月　   
撮影場所：テケス県クレ（平野）
【利用方法】： 利用方法は、まず、オルスンの根以外の部位を鎌で刈る。それを水の中に入れ
て重い石で押さえて約 2 日置く。水の中に置くことによって紐の材料になる茎
の皮が取り易くなる。その後、水から取り出して、棒で叩き、茎の皮を分別す
る。分別された茎の皮で縒って紐を作る。牛から搾乳する際に子牛を母牛から
離して縛る紐に用いる。
【利用状況】：無
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6 ．トゥングン【tynɡyn】
【学名】： Achnatherum splendens（trin.）
Nevski64）
【科名】：イネ科65）
【和名】：ハネガヤ66）
【中国語名】芨芨草67）
【用途】： 紐、ほうき、タワシ、 
つまようじ 
【利用部位】：地上部位、茎、枝
【採集場所】：全域
【採集時期】： 7 月
【採集方法】：鎌で刈り取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：テケス県クレ（山の低地）
【利用方法】：紐：地上部位を刈り、縒って紐を作る。草を縛って運ぶ。
　　　　　　 ほうき： トゥングンの茎を鎌で刈り、紐で束ねてほうきを作る。屋内用ほうき
の場合、長さ約40cm、太さは直径約10cm、屋外用ほうきの場合は長
さ約70cm、太さは約20cmに切り揃えて束ねる。
　　　　　　 タワシ： 茎を約20cmに切って長さを揃え、紐で巻き付け、留める。鍋に付い
た汚れを取るタワシの代わりに使用する。
　　　　　　 つまよう じ：枝の先の尖った細い部位を取り、爪楊枝として利用する。肉を入
れた料理を食べた後、歯の間に詰まった物を取る爪楊枝としてよく用
いられる。
　　　　　　 仏灯の芯 ：利用方法はまず、枝の先の細い部分を取り、それを 6 ～ 7 cmに折る。
次に綿を薄く伸ばして中にトゥングンを包む。これが仏灯の芯となる。
利用する場面は仏壇のお供え、浄め、誕生日である。
【利用状況】：有：（紐、ほうき、つまようじ、仏灯の芯）、無：（タワシ）
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7 ．チチラガン【ʧiʧirɣən】
【学名】：Hippophae rhamnoides L.68）
【科名】：グミ科69）
【和名】：シーバックソーン70）
【中国語名】沙棘71）
【用途】： 畜舎用（塀）
【利用部位】：地上体
【採集場所】： 森林、山の北麓、山の
南麓
【採集時期】： 7 月～10月
【採集方法】：石斧で切り取る。
撮影年月：2011年 8 月　　　　　　　　　　　
撮影場所：テケス県ホジルトハ（森林）
【利用方法】： 家畜の畜舎の塀に利用する。利用方法はまず、チチラガンの地上部位を刈る。
それを畜舎の庭の土を掘って並べる。棘が付いているため、他人の家畜や人が
入るのを防ぐことができる。
【利用状況】：有
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8 ．ハル・モドン【χɑr mᴐdᴐn】
【学名】：Ulmus pumila L.72）
【科名】：マツ科73）
【和名】：コブニレ74）
【中国語名】榆75）
【用途】：畜舎（屋根） 
【利用部位】：枝、葉
【採集場所】：全域
【採集時期】： 5 月～10月
【採集方法】：石斧で切り取る。
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：ホジルトハ（山の南麓）
【利用方法】： 畜舎の屋根に利用する。利用方法はまず、枝と葉を集めて、畜舎の屋根となる
ように置く。その上に刈って来た干した草を重ねる。人間の部屋には利用しな
い。その理由はハル・モドンは硬いから縁起が悪い植物と考えられているため
である。
【利用状況】：有
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9 ．ケレスン【kersǝn】
【学名】： Chenopodium acuminatum-
Willd.76）
【科名】：アカザ科77）
【和名】：カワラアカザ78）
【中国語名】：不明
【用途】：石鹸 
【利用部位】：地上部位
【採集場所】：平野
【採集時期】： 7 月～ 9 月
【採集方法】：鎌で刈り取る。
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：クレ（平野）
【利用方法】： 利用方法はまず、地上部位の部分を刈って、乾燥させる。次に、火を付けて燃
やす。燃やしてできた灰が冷めた後、それを集める。集めた灰をバケツに入れ、
その上に水を加えて満たし、一日置く。それによってバケツの中の灰のゴミの
ようなものがバケツの底下部に沈殿する。それを除いた灰の水を鍋に入れ、長
時間煮る。最後に鍋に白いエキスが残る。そのエキスをツァハル（čɑχɑr）と
いう。これがを石鹸の材料になるのである。石鹸を作る方法は、まず鍋に羊の
脂肪を入れて、溶かす。羊の脂肪が溶けて柔らかくなったらツァハルを加えて、
約 7 分炒め、さらにヤギの毛を加えて炒める。最後に、布に入れて包み、手で
塊にする。それを約 7 日天日で乾燥させると石鹸になる。衣服と頭髪を洗う際、
用いる。フケを防ぐ治療効果があるともいわれている。
【利用状況】：有
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10．ゼゲスン【zegsən】
【学名】：typha angustifolia L.79）
【科名】：ガマ科80）
【和名】：ヒメガマ81）
【中国語名】：狭叶香蒲（水烛）82）
【用途】：枕
【利用部位】：花穂
【採集場所】：湿地、森林
【採集時期】： 8 月～10月
【採集方法】：ナイフで切って取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：ホジルトハ（湿地）
【利用方法】： 利用方法は、まず、花穂を取り集める。取ってきたものを約 1 週間天日で乾燥
させる。これを枕に入れると頭がひんやりとし、熱冷ましになる。また、頭痛
にも効くと考えられている。
【利用状況】：有
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11．ヤマン・ゼレゲン 【jɑmɑn zerɡin】
【学名】：Ephedraceae 83）
【科名】：マオウ科84）
【和名】：まおう85）
【中国語名】：麻黄86）
【用途】：嗅ぎ煙草 
【利用部位】葉と枝
【採集場所】：山の南麓
【採集時期】： 6 月～11月
【採集方法】：ナイフで刈り取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：ホジルトハ（山の南麓）
【利用方法】： 利用方法はまず、ヤマン・ゼレゲンの葉と枝をナイフで刈り取り、約 3 日～ 7
日間乾燥させて燃やしてできた灰を取る。灰は嗅ぎ煙草の材料となる。嗅ぎ煙
草をナスマ（nasma）という。嗅ぎ煙草はヤマン・ゼレゲンの灰、白酒、コク
タムクからなる。コクタムクは煙草の一種の栽培植物（NrusticaL、ナス科、黄
花烟草）である。商店で買うことができる。嗅ぎ煙草の作り方は、まず乾燥さ
せたコクタムクを砕いて粉末にした上で、ヤマン・ゼレゲンの灰を入れて混ぜ
る。最後に白酒を加え、混ぜ合わせる。こうしてできたものをククル（kukur）
と呼ばれる嗅ぎ煙草用の道具に入れて用いる。鼻に近づけて吸い込む。60歳以
上の年寄りの人たちが使う日常生活用品である。挨拶の際、ポケットから出し
て、交換しながら互いに自分の鼻に近づけて吸い込むという仕方で利用する。
また、眠気覚ましに利用することもある。
【利用状況】：有
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12. ザムバ・セセゲ【zɑmba ʦeʦeɡ】
【学名】：Malva sylvestris L.87）
【科名】：アオイ科88）
【和名】：ウスベニアオイ89）
【中国語名】：锦葵90）
【用途】：トイレットペーパー用
【利用部位】：葉
【採集場所】：全域
【採集時期】： 6 ～ 9 月
【採集方法】：折って取る。 
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：ホジルトハ（平野）
【利用方法】：葉を折って取り、そのままトイレットぺーパーとして利用する。
【利用状況】：有
13．アルツン【ɑrʦən】
【学名】： Platycladus orientalis （L.）
Endl.91）
【科名】：ヒノキ科92）
【和名】：不明
【中国語名】：侧柏叶93）
【用途】：うがい 
【利用部位】：葉、枝
【採集場所】：山の南麓
【採集時期】： 6 月～10月
【採集方法】：ナイフで切って取る。
撮影年月：2011年 9 月
撮影場所：シャンガンゴル（山谷）
【利用方法】： うがい： まず、利用方法は、取って来た葉と枝を水で約15間分煮る。そうして
できた煮汁でうがいすることによって歯が清潔になる。
　　　　　　　　　　 毎日ではなく、歯の痛み、虫歯の予防、口臭の時だけ利用する。
　　　　　　 線香：葉、枝を燃やして臭いを出す。
【利用状況】：有：（線香）、無：（うがい）
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14．ソンズ【sᴐnz】
【学名】：Arctium lappa L94）
【科名】：キク科95）
【和名】：ゴボウ96）
【中国語名】：牛蒡子97）
【用途】：鼠除け
【利用部位】：花
【採集場所】：森林、平野
【採集時期】： 8 月
【採集方法】：ナイフで切って取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：バホルグ（平野）
【利用方法】： 利用方法はまず、棘が付いている花を集める。それを丸形にし、鼠の穴に置く。
それによって鼠が近づくことを防ぐことができる。
【利用状況】：無
15．タビリハー【tæβilχæ:】
【学名】：不明
【科名】：不明
【和名】：不明
【中国語名】不明
【用途】： 馬の鞭
【利用部位】：茎
【採集場所】：平野、山の南麓、北麓
【採集時期】： 7 月～10月
【採集方法】：斧で茎を刈り取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所： ホジルトハ（山の南麓）
【利用方法】： 利用方法は、まず茎を約25cm程度に切る。次に茎の皮を剥いて綺麗にする。
それを棒のようにして鞭のハンドル部分にし、そこに約長さ 4 mの編んだ牛の
皮を結びつける。こうしてできた馬の鞭を使って馬の尻を叩き、馬に速さの指
示を出すのである。
【利用状況】：有
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16．カオカボンバ【kɑβkɑ bɔmbɑ】
【学名】：Taraxacum ssp.98）
【科名】：キク科99）
【和名】：タンポポ100）
【中国語名】：蒲公英101）
【用途】：遊戯用具（吹き飛ばす遊び） 
【利用部位】：綿毛、茎
【採集場所】：全域
【採集時期】： 7 月
【採集方法】：折って取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：クレ（平野）
【利用方法】： 飛ばす、またはネックレスにするなど、遊びに用いる。飛ばして遊ぶ際には、
地上部分を取り、綿毛を吹き飛ばして子供が遊ぶ。
　　　　　　  ネックレスの場合、まず、茎を取る。茎の細い下部を太い方の部位にさし入れ
るようにして幾つか結んでネックレスの形にし、首にかけて飾りものとして子
供たちが遊ぶ。
【利用状況】：有
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17．チンデン・モドン【činden mɔdʊn】
【学名】：Sorbu tianschanica Rupr.102）
【科名】：バラ科103）
【和名】：不明
【中国語名】：天山花楸104）
【用途】： 遊戯用具（ネックレス）
【利用部位】：果実
【採集場所】：山谷
【採集時期】： 7 月
【採集方法】：摘み取る。
撮影年月：2011年 9 月　
撮影場所：シャナガンゴル（谷）
【利用方法】： 遊び方は、まず、果実を採集する。果実の中心に糸を通して、珠子のようにつ
なぎ、ネックレスにして、首にかけて遊ぶ。
【利用状況】：無
18．トショル【tɔʃʊl】 
【学名】： Grossularia acicularis（Smith）
Spach.105）
【科名】：スグリ科106）
【和名】：マルスグリ107）
【中国語名】：酸塊
【用途】：遊戯用具（ネックレス）
【利用部位】：果実
【採取場所】：山谷
【採集時期】： 6 月
【採集方法】：摘み取る。
引用108）
利用方法： まず、果実を集める。果実の中心に糸を通して、珠子のようにつなげ、ネックレ
スにする。
利用状況：無
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19．ツガン・ウラスン【ʦɑɣɑɑn ʊlɑɑsʊln】
【学名】：不明
【科名】：不明
【和名】：不明
【中国語名】：不明
【用途】：遊戯用具（探す）
【利用部位】：枝
【採集場所】：山谷、平野
【採集時期】： 8 月
【採集方法】：折って取る。
【利用方法】： 枝を取り、それを使って長さ20cm、直径 4 cm棒を作る。その棒を投げて、探
して遊ぶ。
【利用状況】：無
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